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在
院
者
に
は
、
法
第
六
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
の
自
弁
の
も
の
の
使
用
及
び
摂
取
は
、
少
年
院
の

規
律
及
び
秩
序
の
維
持
そ
の
他
管
理
運
営
上
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
並
び
に
法
第
百
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
許
さ
な
い
も
の
と
す
る
。
在
院
者
と
し
て
の
地
位
に
照
ら
し
て
使
用

又
は
摂
取
を
許
す
こ
と
が
適
当
で
な
い
物
品
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

７

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
在
院
者
に
自
弁
の
物
品
の
使
用
又
は
摂
取
を
許

す
基
準
は
、
法
務
大
臣
が
定
め
る
。

（
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
物
品
）

第
三
十
八
条

法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
物
品
は
、次
に
掲
げ
る
物
品
と
す
る
。

一

印
紙
及
び
印
鑑

二

か
つ
ら
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
出
し
、
又
は
外
泊
す
る
場
合
、
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
出
席
し
、
又
は
訪
問
す
る
場
合
そ
の
他
の
少
年
院
の
長
が
か
つ
ら
の
着
用
を
許
す
こ
と
が
適
当
と
認
め

る
場
合
に
限
る
。）

第
八
章

金
品
の
取
扱
い

（
差
入
れ
の
申
出
書
の
提
出
等
）

第
三
十
九
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
金
品
を
交
付
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
記
載
し
た
申
出
書
の
提
出
を
求
め
、
又
は
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
及
び
職
業

二

交
付
の
相
手
方
で
あ
る
在
院
者
の
氏
名
及
び
そ
の
者
と
の
関
係

三

交
付
し
よ
う
と
す
る
現
金
の
額
又
は
物
品
の
品
名
及
び
数
量

２

少
年
院
の
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
し
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
明
す
る
書
類
そ

の
他
の
物
件
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
六
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
四
十
条

法
第
六
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
在
院
者
に
つ
い
て
領
置
し
て
い
る
物
品
か
ら
除
く
も
の
と
し
て
法
務

省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
物
品
と
す
る
。

一

在
院
者
が
当
事
者
で
あ
る
係
属
中
の
裁
判
所
の
事
件
に
関
す
る
記
録
そ
の
他
の
書
類
又
は
そ
の
写
し

二

眼
鏡
そ
の
他
の
補
正
器
具

（
領
置
物
品
の
引
渡
し
）

第
四
十
一
条

在
院
者
に
は
、
入
院
後
速
や
か
に
、
及
び
一
週
間
に
一
回
以
上
、
法
第
七
十
条
第
一
項
本
文
及
び
第
三

項
に
規
定
す
る
求
め
を
す
る
機
会
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
求
め
に
係
る
物
品
が
前
条
各
号
に
掲
げ

る
物
品
で
あ
る
と
き
は
、
一
日
に
一
回
以
上
、
そ
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
引
渡
し
を
受
け
た
領
置
物
品
等
の
保
管
方
法
等
）

第
四
十
二
条

法
第
七
十
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
在
院
者
が
引
渡
し
を
受
け
て
所
持
す
る
物
品
は
、
少
年
院
の

長
が
指
定
す
る
居
室
内
又
は
居
室
外
の
棚
、
容
器
そ
の
他
の
保
管
設
備
に
保
管
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
物
品
を
居
室
外
の
保
管
設
備
に
保
管
さ
せ
る
と
き
は
、
在
院
者
に
、
一
日
に
一
回
以
上
、
そ
の
設
備
に
そ

の
物
品
を
出
し
入
れ
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
居
室
棟
外
の
保
管
設
備
に
つ
い
て
、
第
二

十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
日
に
そ
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
少
年
院
の
管
理
運
営
上
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

３

在
院
者
が
受
け
た
信
書
で
そ
の
保
管
す
る
も
の
は
、
少
年
院
の
長
が
指
定
す
る
居
室
内
の
棚
、
容
器
そ
の
他
の
保

管
設
備
に
保
管
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
在
院
者
が
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
品
の
量
及
び
保
管
す
る
こ
と
が
で
き

る
信
書
の
通
数
の
制
限
は
、
第
四
十
条
各
号
に
掲
げ
る
物
品
以
外
の
物
品
又
は
信
書
に
つ
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

（
差
入
れ
等
に
関
す
る
制
限
）

第
四
十
三
条

法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
在
院
者
に
対
す
る
金
品
の
交
付
及
び
在
院
者
に
よ
る
自
弁
物
品
等
（
法

第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
自
弁
物
品
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
購
入
に
つ
い
て

の
制
限
は
、
次
に
掲
げ
る
制
限
を
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
制
限

イ

在
院
者
に
対
す
る
金
品
の
交
付
の
申
出
及
び
在
院
者
に
よ
る
自
弁
物
品
等
の
購
入
の
申
請
の
日
及
び
時
間
帯

ロ

一
人
の
者
が
一
定
の
期
間
内
に
一
人
の
在
院
者
に
交
付
す
る
物
品
の
種
類
ご
と
の
数
量
及
び
在
院
者
が
一
定

の
期
間
内
に
購
入
す
る
自
弁
物
品
等
の
種
類
ご
と
の
数
量

二

在
院
者
に
交
付
し
よ
う
と
す
る
物
品
又
は
在
院
者
が
購
入
し
よ
う
と
す
る
自
弁
物
品
等
で
あ
っ
て
、
少
年
院
の

長
が
定
め
る
種
類
の
も
の
に
つ
い
て
、少
年
院
の
長
が
指
定
す
る
事
業
者
か
ら
購
入
す
る
も
の
に
制
限
す
る
こ
と
。

（
死
亡
者
の
遺
留
物
の
引
渡
し
）

第
四
十
四
条

死
亡
し
た
在
院
者
の
遺
留
物（
少
年
院
に
遺
留
し
た
金
品
を
い
う
。第
九
十
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
引
渡
し
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
九
章

書
籍
等
の
閲
覧

（
翻
訳
の
費
用
の
負
担
）

第
四
十
五
条

法
第
七
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
翻
訳
の
費
用
は
、
書
籍
等
の
閲
覧
の
目
的
及
び
在
院
者
の
負
担
能

力
に
照
ら
し
て
そ
の
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
在
院
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
は
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
を
除
き
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

国
語
を
読
解
す
る
能
力
を
有
し
な
い
者

二

点
字
に
よ
ら
な
け
れ
ば
書
籍
等
を
閲
覧
で
き
な
い
者

第
十
章

規
律
及
び
秩
序
の
維
持

（
警
備
用
具
）

第
四
十
六
条

法
第
八
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
措
置
に
必
要
な
警
備
用
具
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

さ
す
ま
た

二

盾

三

催
涙
ス
プ
レ
ー

（
手
錠
の
使
用
方
法
等
）

第
四
十
七
条

在
院
者
を
護
送
す
る
場
合
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
錠
は
、
在
院
者
が
法
第
八
十
七
条
第
一
項
各

号
の
い
ず
れ
か
の
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
別
表
に
定
め
る
第
一
種
の
手
錠
と
す
る
。

２

手
錠
の
制
式
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
保
護
室
の
構
造
及
び
設
備
の
基
準
）

第
四
十
八
条

保
護
室
の
構
造
及
び
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

収
容
さ
れ
た
者
の
身
体
を
傷
つ
け
に
く
い
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

二

損
壊
し
、
又
は
汚
損
し
に
く
い
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

三

防
音
上
有
効
な
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

四

室
内
の
視
察
に
支
障
が
な
い
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

五

適
当
な
換
気
、
採
光
、
照
明
、
保
温
、
防
湿
及
び
排
水
の
た
め
の
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

（
連
戻
し
の
た
め
の
援
助
の
求
め
の
方
法
）

第
四
十
九
条

法
第
八
十
九
条
第
二
項
前
段
又
は
第
九
十
条
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
連
戻
し
の
た
め
の
援
助
の
求

め
は
、
連
れ
戻
す
べ
き
者
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
本
籍
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
国
籍
）、
連
れ
戻
す
べ
き
事
由
そ

の
他
の
連
戻
し
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
年
院
の
長
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
き
は
、
電
話
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ
り
、

同
項
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
少
年
院
の
長
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
警
察

官
に
同
項
の
書
面
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
連
戻
状
の
警
察
官
へ
の
送
付
）

第
五
十
条

少
年
院
の
長
は
、
前
条
第
一
項
の
援
助
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
連
戻
状
の
発
付
を
受
け
た
と
き
は
、

警
察
官
に
こ
れ
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
連
戻
状
を
送
付
で
き
な
い
場
合
は
、
連
戻
状
の
発
付
を

受
け
た
旨
を
警
察
官
に
通
知
す
れ
ば
足
り
る
。
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